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・祁答院町の世帯数

1,735世帯

・大村の世帯数

357世帯

・祁答院町の人口

男 １，７１３人

女 ２，０２９人

合計 ３，７４２人

・大村の人口

男 ３７４人

女 ４１９人

合計 ７９３人

地区コミ協議会

加入世帯数数

２８５世帯

２８年４月 現在

２

◆

田
の
神

馬
頃
尾
地
区
・
岩
下
集
落

の
田
の
神
で
あ
る
。

随
分
と
以
前
の
事
、
当
時
の
郷
土
歴
史

の
泰
斗
、
市
来
家
隆
氏
が
光
背
の
無
数
に

刻
ま
れ
て
い
る
×
印
は
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン

信
仰
の
証
で
あ
る
と
、
ま
こ
と
し
や
か
に

囁
か
れ
、
そ
の
時
の
鳩
の
よ
う
な
含
み
笑

い
が
今
で
も
脳
裏
に
浮
か
ぶ
事
が
あ
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
が
こ
の
地
に
舶
来
し
て

い
た
と
は
夢
に
だ
に
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

と
ま
れ
、
今
と
な
っ
て
は
昔
、
ほ
か
の
こ

と
は
す
べ
て
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。

か
ん
ば
せ
は
破
顔
一
笑
。
ご
尊
顔
を
拝

す
れ
ば
、
産
土
に
豊
穣
が
も
た
ら
さ
れ
る

こ
と
請
け
合
い
で
あ
る
。

火星、11年ぶり最接近

＝５月３１日＝
火星の軌道は楕円を描いており

約2年２ヶ月ごとに地球に近づき

ます。

今回は５月３１日に地球と月の

距離の200倍に相当する7528万㌔

に最接近しました。

夜空を見上げ、けだし、にわか

天文マニアの心持。

5月31日は、あいにくの天気で

夜空は曇り空。

次回は2018年7月31日で、5759

万㌔まで大接近します。

「乞うご期待」と火星人も言い

たげです。

６月１日（水）午後８時ごろの夜空に赤い宝石

折
り
紙
教
室

▼ 気ままに折り紙 ▼
現在の会員は７名。永年活動を続けておられ

る緒方貴恵子さんの指導で、毎月色紙と向き合

い童心に帰って２時間を過ごしておられます。

今回のテーマは、夏の花々。ごらんのように

色とりどりのアサガオを真っ白な画用紙に貼り

付け、一足早い夏の風情を楽しんでいました。

男性の入会も大いに歓迎します。皆さんと折

り紙を気楽に楽しんで見ませんか。

■今後の行事予定■

●７月３日（日） 祁答院地域市民体育大会

●７月４日（月） 地域づくり部会会議

●７月６日（水） 消防後援会連合会総会

●７月１０日（日） ロードミラー・ふれあいベンチ清掃

大村公園草取り作業

●７月１１日（月） 第４回役員会

●７月１７日（日） 薩摩川内市消防操法大会

久富木川河川敷除草作業

●７月１９日（火） 青パト講習会

●７月２１日（木） 文化教養･自治活動部会会議

●７月２４日（日） 区有地下刈り作業

●７月３１日（日） 馬頃尾･大村町六月燈

■
シ
ニ
ア
健
康
体
操
■

毎
月
、
第
一
木
曜
日
の
午
前
九
時

三
十
分
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
女
性
ば
か
り
だ
っ

た
の
で
す
が
、
今
年
よ
り
男
性
二

名
も
加
わ
り
、
約
二
時
間
音
楽
に

乗
り
な
が
ら
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

講
師
は
、
馬
頃
尾
の
米
増
禎
子

さ
ん
。

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

に
向
け
て

鹿
児
島
の
ば
ら
会
（
谷
口
征
夫
主
宰
）

主
催
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
七
月

十
日
、
午
後
二
時
よ
り
大
村
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

六
月
十
八
日
鹿
児
島
市
民
文
化
ホ
ー
ル

七
月
十
八
日
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
と
大
規

模
な
会
場
で
開
催
さ
れ
る
の
が
常
で
こ
の

よ
う
な
小
さ
な
会
場
で
開
催
さ
れ
る
の
は

異
例
で
す
。

今
年
で
七
回
目
を
数
え
る
コ
ミ
セ
ン
で

の
コ
ン
サ
ー
ト
に
向
け
て
「
祁
答
院
コ
ー

ラ
ス
」
十
二
名
は
、
毎
月
二
回
の
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。

の
ば
ら
会
を
率
い
る
谷
口
先
生
の
レ
ッ

ス
ン
で
楽
曲
も
年
毎
に
増
え
、
ま
す
ま
す

意
気
軒
昂
な
祁
答
院
コ
ー
ラ
ス
の
面
々
。

今
年
も
朗
ら
か
な
歌
声
が
会
場
一
杯
に
広

が
り
ま
す
。
前
売
り
券
を
発
売
し
ま
す
、

ご
所
望
の
方
は
柳
田
正
子
さ
ん
ま
で
。

平成２８年度地域防災連絡調整会議 開催

祁答院中学校１年生図画作品展 開催中 大村地区コミュニティセンター内

近くの小久留主川で水遊び

収穫がたのしみ

六
月
十
日
、
午
前
十
時
よ
り
大
村
高
齢
者
ク
ラ
ブ

祁
答
院
幼
稚
園
、
大
軣
小
学
校
一
、
二
年
生
に
よ
る

カ
ラ
イ
モ
の
苗
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
か
ら
、
耕
作
地
は
藍
屋
の
橋
口
史
人
さ
ん
の

畑
で
、
六
つ
の
畝
に
三
百
本
ほ
ど
の
苗
を
植
え
ま
し

た
。収

穫
が
楽
し
み
で
す
。

◆◆栗よりうまい十三里◆◆

六
月
十
三
日
、
午
後
七
時
よ
り

地
域
防
災
連
絡
調
整
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
毎
年
一
回
、
防
災

安
全
課
の
要
請
に
よ
り
開
催
さ

れ
る
も
の
で
す
。

会
議
で
は
自
治
会
に
よ
る
自

主
防
災
訓
練
の
実
施
の
必
要
性

や
新
装
新
た
な
消
防
局
に
あ
る

防
災
セ
ン
タ
ー
の
活
用
、
災
害
時

の
独
居
老
人
家
庭
の
対
応
等
、
多

義
に
亘
る
説
明
が
な
さ
れ
、
質
疑

で
は
災
害
援
護
者
の
登
録
を
進

め
る
べ
き
だ
と
の
意
見
も
出
さ

れ
、
一
時
間
余
り
の
会
議
が
終
了

し
ま
し
た
。

昨
年
は
大
型
台
風
の
被
害
が

甚
大
、
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
を

念
頭
に
災
害
防
止
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

＝
山
茶
花
を
移
植
＝

ロ
ー
ド
５
１
に
隣
接
す
る
道
路
拡
張
工
事
に

伴
い
不
要
と
な
っ
た
山
茶
花
十
五
本
を
地
区
コ

ミ
で
譲
り
受
け
、
四
月
二
十
五
日
、
大
村
農
地
水

組
合
と
共
同
で
大
村
温
泉
入
口
の
花
壇
に
移
植

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

山
茶
花
だ
け
で
は
、
物
足
り
な
さ
を
感
じ
ま

す
の
で
、
今
後
、
ア
ジ
サ
イ
、
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
植

栽
に
励
む
予
定
で
す
。


